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西支所創立40周年記念事業

第６１号令和５年３月３１日

会員の皆様には、日頃より当協会の事業

推進にあたり、格別のご支援ご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。

さて、昨年2月に勃発したウクライナ戦争

は、まだ終結の見通しがたたず長期化する

様相を見せています。また、新型コロナウイルス感染症について

も、まだ多くの国々で患者の発生が収まってはいません。このよう

な世界情勢は、国際的な物流の停滞や天然ガスを始めとするエネ

ルギー不足を惹起し、最近の円安傾向と相まって国内の物価上昇

を招いています。私ども食品業界はこの影響をもろに受け経営環

境は厳しくなってきています。

しかしながらどのような環境下にあっても、私たちは、消費者に

「食の安全・安心を届ける」という使命のもと食品衛生の向上に

対する取り組みを疎かにしてはなりません。令和4年度は、引き続

き神戸市と連携して「HACCPの導入と運営支援の推進」、「食品

衛生意識の向上」に積極的に取り組みました。「HACCPの導入と

運営支援の推進」については、HACCPセミナーを8回開催し、当

協会作成の衛生管理ノートを使いながら導入方法の解説を行いま

した。また、HACCP導入状況について市内食品事業者にアンケー

ト調査を行い、その結果、まだまだ未実施の事業者が多くいるこ

とが確認できたため、次年度に向けて習熟度別セミナー開催など

内容の充実について検討を行っているところです。「食品衛生意

識の向上」については、新型コロナ感染防止及び受講者の利便性

を考え、従来の集合型研修に加えオンライン研修の充実に努めま

した。また、新しい啓発手法として、駅や地下街に設置されたモニ

ター画面による市民等への食品衛生に関する情報発信「デジタル

サイネージ」についても検討して行きたいと考えています。その他

の活動といたしまして、令和4年12月1日付で第25期食品衛生指導

員１07名を委嘱いたしました。指導員の方々には、従来の巡回指導

のほか「手洗い講習会」の講師を務めていただくなど多方面にわ

たりご助力いただいておりますが、「HACCPの導入と運営支援の

推進」や「食品衛生意識の向上」などについてもご尽力いただける

ものと期待いたしております。

近年は、2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発

（SDGｓ）」の理念が叫ばれています。当協会にはいささか高邁な

理念ではございますが、この考え方を頭の片隅に置きながら、神

戸市のご指導のもと（公社）日本食品衛生協会をはじめ各区食品

衛生協会及び関係業界団体と連携し食品衛生の自主管理の推進

に向け努力して参りますので、会員の皆様方のご支援・ご協力をお

願い申し上げます。

最後になりましたが、会員の皆様方の益々のご健勝とご多幸を

祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

　  ご あ い さ つ 一般社団法人神戸市食品衛生協会  会長　原 田　富 男
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一般社団法人神戸市食品衛生協会の

皆様方におかれましては、平素より本市

の保健所施策の諸般にわたりご理解ご協

力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症は、

全国でオミクロン株及びその派生型が蔓延しており、感染者

の多くが軽症・無症状者であるものの中等症・重症者の患者

数は増加しております。一方、昨年９月には全数把握が見直さ

れ、本年には感染症法上の取り扱いが５類感染症となる方向

で検討されているなど、少しずつではありますがコロナ禍以前

の状況に戻りつつあります。食品を取り扱われる皆様におかれ

ましても、コロナ禍による需要の増減や感染防止対策等ご苦

労されていることと存じます。

市内の食中毒事件に関しましては、令和４年でアニサキス

が１件、サルモネラが１件、黄色ブドウ球菌とウェルシュ菌の

複合が１件、カンピロバクターが１件の計４件と例年と比較す

ると発生件数自体は多くありませんでしたが、大規模な食中

毒事件を含むため患者数は１９２名と例年と比較して多い結果

となりました。コロナ禍で控えられていたイベント等が今後再

開されますと、大規模な食中毒の発生の可能性も高まるため、

今後とも営業者の指導・啓発等により食中毒発生の防止に尽

力する所存です。神戸市では、食中毒に関する注意情報につ

いて、貴協会との連携事業である「こうべ食の安全メルマガ」

にて発信し、事業者等に注意を呼びかけているところです。

皆様におかれましても、食中毒予防対策として最重要である

調理従事者の手洗いの徹底及び健康管理に努めていだたいて

いるところですが、引き続きの取り組みをお願いいたします。

また、貴協会におかれましては、食品衛生法の改正により

制度化された HACCP（ハサップ）に沿った衛生管理につい

て、導入・運用支援を実施して頂いておりますことに深く感謝

いたします。

各業界において、HACCP に沿った衛生管理が円滑に運用

されるようになるには時間がかかりますが、今後とも本市と連

携のうえ粘り強い取り組みをお願いいたします。

最後になりましたが、一般社団法人神戸市食品衛生協会の

ますますのご発展と会員各位のご健勝、ご繁栄を祈念いたし

まして、ご挨拶とさせていただきます。

神戸市食品衛生協会のみなさまにおか

れましては、日頃より食品の衛生管理や、

食品衛生に関する普及・啓発の推進など、

市政に対し格別のご協力を賜り、深く感

謝申し上げます。

昨年はロシアによるウクライナ侵攻が始まり、世界中に大き

な衝撃を与えました。この侵攻により、多くの命が失われてい

ることに、強い憤りを感じるとともに、神戸市は被害に遭われ

たみなさまの苦しみ、悲しみに心を寄せてきました。国際情

勢も緊迫する状況が続いていますが、一日も早く平和を取り戻

し、安寧な日々が訪れることを心よりお祈り申し上げます。

また、新型コロナウイルス感染症の出現から、３年が経過し

ようとしていますが、いまだに感染拡大の波が繰り返され、予

断の許されない状況が続いています。医療従事者のみなさま

の献身的なご尽力をはじめ、多くの方々のご協力をいただき、

この危機を乗り越えてきました。引き続き、市民の命と健康を

守り、神戸経済を回復させることに全力で取り組んでいきます。

神戸の街並みは見違えるように変わり始めています。都心・

三宮再整備やウォーターフロント再開発が大きく進み、まち

の顔である「駅前空間」のリノベーションも着実に進んできて

います。また、緑豊かな六甲山や里山・農村、美しい瀬戸内

海など、神戸の自然の魅力を一層高める取り組みも行っていま

す。みなさんには神戸の変わりゆく姿をぜひ楽しみにしていた

だきたいと思います。

そして、長年の念願であった神戸空港が国際化に向けて動

き出し、神戸市はこれから国際都市として新たな段階に入りま

す。国際定期航路を持つ神戸港に加え、新たに神戸空港が国

際空港となることで、今までに増して海外に開かれたまちにな

ります。これは神戸市が目指す、国内外に貢献し、市民が誇

りを持てる『海と山が育むグローバル貢献都市』の姿に近づく

大きな一歩となります。

同時に、市民のみなさんが、安心・安全な生活がおくれる

よう、子育て・教育支援、健康・福祉の増進や災害に強いま

ちづくりを進めるとともに、持続可能なまちの実現に向けて、「水

素スマートシティ」や「こうべ再生リン」など新たな取り組みを

推し進めていきます。

みなさまには引き続き、神戸市政に対し、ご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴協会の益々のご発展と、会員のみ

なさまのご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、ご挨拶と

させていただきます。

ごあいさつ 神戸市長　 　　　　　　

ご挨拶　神戸市食品衛生協会の皆様へ 神戸市保健所長　楠　　信也
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３．食品衛生指導員活動
　当協会の中核となる食品衛生指導員活動は、自主衛生管理体制

の確立を促進し、消費者に対しては手洗い等の食品衛生思想の普

及活動を行い、食の安全の向上を追求していく上で、重要な活動と

なっています。

４．メールマガジンの配信
　食中毒警報や食の安全に関する情報発信を行うため「こうべ食

の安全メルマガ」の配信を行っています。

５．（公社）日本食品衛生協会の営業賠償共済
　食品事故からお店を守る営業賠償共済への加入を推進していま

す。お申し込みお問い合わせは（有）保険ネットワークセンター（☎
０７８－８０６－０１０５）までお願いします。

１．各種講習会の開催
　新たに食品衛生責任者になられる方で、調理師等の資格をお持

ちでない方の資格取得を目的として開催される「食品衛生責任者
養成講習会」（対面式講習・eラーニング講習）、既に食品衛生責

任者の資格をお持ちの方を対象に、食中毒予防の実践やHACCP

の導入など衛生管理の向上を目的として開催される「食品衛生責
任者フォローアップ（実務）講習会」、アイスクリーム類（ソフト
クリーム）の衛生に関する講習会（神戸市ソフトクリーム衛生協

会と共催）、夏期食中毒およびノロウイルス食中毒予防研修会
（対面式とオンライン）などの講習会を行っています。

２．HACCPに関する相談業務
　令和3年6月1日から完全施行となったHACCPの導入や実施、振

り返りを支援するための相談業務を行っています。

（一社）神戸市食品衛生協会事業のご案内

今年度の年間行事予定は下記の通りです。
令和５年度　（一社）神戸市食品衛生協会年間行事予定表

月 事　　　業 講　　習　　会 会　　　議
４月 〇各支所理事会（～5月） 〇�食品衛生責任者養成講習会のe-ラーニング

は通年実施
〇食品衛生責任者実務講習会(17日)

〇�近畿ブロック連絡協議会事務局長会
議・総会(６日)

　於：奈良県　春日ホテル
５月 〇協会理事会（事業報告・決算）

〇各支所総会（～7月）
〇きたきたまつり出展（北支所）

〇食品衛生責任者養成講習会(17日)
　以後、1回/2か月程度予定
〇HACCPセミナー（30日）

〇日食協決算理事会(26日)

６月 〇�食中毒予防ポスター、リーフレット
作成配布

〇�第４回定時総会(７日(水))
　於：�神戸メリケンパークオリエンタル

ホテル

〇食品衛生責任者実務講習会(15日)
〇ソフトクリーム衛生講習会(28日)
〇夏期食中毒予防研修会

〇�日食協専務理事・事務局会議（22日）
〇（公社)日本食品衛生協会定時総会
　於：食品衛生センター（23日）

７月 〇食品衛生責任者養成講習会(6日)
〇食品衛生責任者実務講習会（12日）
〇食品衛生指導員支部研修会（未定）
〇HACCPセミナー（20日）

〇�近畿ブロック連絡協議会会議・大会(13日)
（厚労省医薬・生活衛生局長表彰）
　於：奈良県　ホテル日航奈良

８月 〇指導員巡回指導 〇食品衛生責任者実務講習会(8日)
〇HACCPセミナー（22日、30日）

９月 〇ニュースレター発行 〇食品衛生責任者養成講習会(11日)
〇ＨＡＣＣＰセミナー（27日）

〇全国食品衛生指導員研修会(未定)

10月 〇�フグ・カキ、ノロウイルス食中毒防止
ポスター、リーフレット作成と配布
〇食品衛生指導員全国大会(18日)
〇�厚生労働大臣表彰及び(公社)日本食
品衛生協会長表彰（19日）

〇食品衛生責任者実務講習会(11日)
〇ＨＡＣＣＰセミナー（19日）

〇�近畿ブロック食品衛生指導員部会長会
議（2日）

　於：奈良県
〇日食協全国支部長会議(18日)

11月 〇食の安全・安心パトロール 〇食品衛生責任者養成講習会（未定）
〇食品衛生責任者実務講習会（16日）
〇ノロウイルス食中毒予防研修会
〇ＨＡＣＣＰセミナー（1日）

〇�近畿ブロック食品衛生協会長会議
（15日）

　於：奈良県

12月 〇指導員巡回指導 〇食品衛生責任者実務講習会（7日）
〇ＨＡＣＣＰセミナー（12日）

〇近畿ブロック協会事務局担当者会議
　（未定）

５年
１月

〇各支所と保健所の意見交換会（～2月） 〇食品衛生責任者養成講習会（未定） 〇日食協新春賀詞交換会（未定）

２月 〇各支所理事会（～３月） 〇食品衛生責任者実務講習会（13日）
〇ＨＡＣＣＰセミナー（8日、29日）

〇日食協各種委員会（未定）
　・普及啓発事業委員会
　・衛生管理推進委員会

３月 〇協会理事会（事業計画・予算案）
〇機関誌(５年度まとめ)発行

〇食品衛生責任者養成・実務講習会（未定・12月）
〇ＨＡＣＣＰセミナー（6日）

〇（公社)日本食品衛生協会全国支部長
　会議・理事会（未定）
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〇厚生労働大臣表彰
　食品衛生功労者（2名）
　北　支所　竹田　勝行（Café  De  Beau）

　西部支所　山本　幸男（菊水せんべい）

〇（公社）日本食品衛生協会　協会長表彰
　食品衛生功労者（3名） 
　東灘支所　古塚　孝志（株式会社ロック・フィールド）

　西　支所　遠藤　純民（ぼんち株式会社）

　西　支所　森井　朋昌（三栄薬品貿易株式会社）

　食品衛生行政担当官（1名）
　松永　　愛　　西部衛生監視事務所

〇（�公社）日本食品衛生協会
食品衛生指導員理事長表彰

　西部支所　石井　純代

〇厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰
　垂水支所　橋本　義幸（幸神堂）

〇神戸市長表彰
　食品衛生功労者（6名）
　東灘支所　髙嶋　郁夫（髙嶋酒類食品株式会社）漬物製造業

　中央支所　辰己　真一（有限会社辰屋）食肉販売業

　北　支所　堂加　雅丈

　　　　　　（上大坊（株式会社上大坊））飲食店営業

　西部支所　林　　攸樹（神戸飯店）飲食店営業　

　西部支所　三坂　晃司

　　　　　　（鮮魚ショップこうちゃん）魚介類販売業

　西　支所　阿部　泰久

　　　　　　（兵庫ヤクルト販売株式会社）食品販売業

〇（一社）神戸市食品衛生協会長表彰
・食品衛生功労者（15名）

東灘支所　福本　和展（丸福精肉店）食肉処理業/食肉販売業

東灘支所　古山みゆき

　　　　　（生活協同組合コープこうべ）食品販売業

東灘支所　平岡　　章

　　　　　（株式会社コープベーカリー）菓子製造業

灘　支所　鈴木　英雄

　　　　　（サンナッツ食品株式会社）菓子製造業

中央支所　岸田　圭司

　　　　　（株式会社大井肉店）食肉販売業/食肉製品製造業

北　支所　武中　克仁（株式会社たき屋）食肉販売業

北　支所　西明　輝人（う越利（うおとし））飲食店営業

西部支所　髙橋　信秀（株式会社神戸珈琲）食品製造業

西部支所　近藤　麻子

　　　　　（生活協同組合コープこうべ　第3地区本部）

　　　　　　食品販売業

食品衛生の発展と衛生思想の向上を図ることを目的として、「関係法規を理解実践し、かつ、衛生行政に積極的に協力し、業界の指導

育成に特に功労があり他の模範となる方」（食品衛生功労者）、及び「関係法規を理解実践し、かつ、衛生行政に積極的に協力し、その

施設が特に優秀で他の模範となる施設」（食品衛生優良施設）、「他の従業員の指導や消費者サービスに熱心に取り組まれた方」（優良従

業員）の表彰を行っています。令和 4 年度は以下の方が受賞されました。なお、食品衛生優良施設表彰は表彰手続きの見直しのため中

止しました。（敬称略）

令和４年度
厚 生 労 働 大 臣
公益社団法人日本食品衛生協会長
神 戸 市 長
一般社団法人神戸市食品衛生協会長

表 彰
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垂水支所　中島　寛文

　　　　　（生活協同組合コープこうべ　第5地区本部）

　　　　　　食品販売業

西　支所　土持　幹雄

　　　　　（グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社

　　　　　　神戸工場）食品製造業

西　支所　松田　芳明（焼肉工房西神飯店）飲食店営業

西　支所　藤田　鉄也　

　　　　　（雪印メグミルク株式会社　神戸工場）乳製品製造業

支部　　　佐々田善彦（株式会社　幸福堂）菓子製造業

支部　　　井田　恭子（株式会社井田商店）氷雪販売業

・食品衛生優良従業員（56名）
　東灘支所（14名）

太田　　望（マ・マーマカロニ株式会社　神戸工場）

大野　聖子（ゴンチャロフ製菓株式会社）

岡澤　武志（白鶴酒造株式会社　製品本社工場）

上月　嘉彦（カネテツデリカフーズ株式会社）

正田　俊男（髙嶋酒類食品株式会社）

田中　真司（昭和産業株式会社）

檀野　一介（株式会社ポオトデリカトオカツ）

廣瀬　秀樹（植田製油株式会社）

松山　　泉（生活協同組合コープこうべ　コープ深江）

森　　貴弘（エム・シーシー食品株式会社）

守屋　雅子（株式会社ロック・フィールド　

　神戸ファクトリー）

矢部嘉代子（生活協同組合コープこうべ　シーア）

横田　康子（株式会社淡路屋）

横野　真章（株式会社マルヤナギ小倉屋）

　灘支所（5名)
石川　　猛（六甲山観光株式会社　

　ROKKO森の音ミュージアム）

田島　知令（ゴンチャロフ製菓株式会社　東灘工場）

池田　昭広（ケンコーマヨネーズ株式会社　神戸工場）

岡　　純子（サンナッツ食品株式会社）

川井　正和（サンナッツ食品株式会社）

　中央支所（9名）
東　　正明（株式会社淡路屋）

市川　容禎（穂波産業株式会社）

小土井典昭（生活協同組合コープこうべ　コープ山手）

川畑　耕治（穂波産業株式会社）

柴原　由行（株式会社神戸たん熊　北店）

恒次　　豊（株式会社大丸松阪屋百貨店　大丸神戸店）

橋本　芳美（株式会社淡路屋　新神戸店）

羽根美枝子（生活協同組合コープこうべ　コープミニ青谷）

村上　文啓（株式会社ホテルオークラ神戸）

　北支所（6名）
石川　忠司（有馬ロイヤルホテル）

尾木　修司（月光園）

阪井　一郎（ビストロピエール）

辰巳　理佐（イオン　つくしが丘店）

松本　真治（かんぽの宿（現 亀の井ホテル）有馬）

山本　　清（兵庫興農株式会社）

　西部支所(12)
五十井厚哉（株式会社ラフト　ラグナケア中道）

鈴木　英樹（エム・シーシー食品株式会社　神戸工場）

添本　綾子（シンエーフーヅ株式会社

　中国料理　金龍閣　名谷店）

武安　彩花（シンエーフーヅ株式会社　うみがめのお店）

田村　　崇（株式会社神戸珈琲）

戸田由美子（ミヨシ油脂株式会社　神戸工場）

内藤　豪教（株式会社オイシス　神戸工場）

藤田喜美子（エム・シーシー食品株式会社　神戸工場）

森　　三郎（生活協同組合コープこうべ　コープ深江）

山本　　剛（株式会社ラフト　ソラスト須磨の森）

横井　隆政（株式会社ラフト　須磨シニアコミュニティ）

吉岡　秀子（生活協同組合コープこうべ　コープ白川台）

　西支所（10名）
鴛海　　誠（ケンコーマヨネーズ株式会社　西神戸工場）

門垣　年彦（山崎製パン株式会社　神戸冷生地事業所）

久保　　明（シダックスコントラクトフードサービス

株式会社）

高橋　康一（OCI株式会社）

萩森　俊樹（アサヒ飲料株式会社　六甲工場）

久森菜津子（グリコマニュファクチャリングジャパン

株式会社　神戸工場）

藤原　美信（モロゾフ株式会社　西神工場）

松岡　政秀（雪印メグミルク株式会社　神戸工場）

森下　聡彦（敷島製パン株式会社

　パスコ冷食カンパニー　神戸冷食プラント）

山下　将央（株式会社神戸凮月堂　西神工場）
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リスク・コミュニケーション活動
〇令和４年度 食の安全・安心パトロール
　本パトロールは、食の安全・安心を確保するための『食品

のリスクコミュニケーション事業』の一環として継続して実

施していますが、令和 4 年度も消費者代表（婦人会）・食品業

界代表（食品衛生指導員・パトロール対象店の従事者）、行政

（神戸市保健所）が合同で開催しました。

(1) 趣旨・目的
　市民・行政・事業者の 3 者合同による食品販売店での衛生

状態に関するパトロールを通じて「食の安全・安心」につい

ての理解を深める（リスクコミュニケーションの推進）ととも

に、関係事業者への食品衛生意識の重要性の再認識・来店消

費者への食品衛生への関心向上（食品衛生の啓発向上）を図

るものです。

(2) 開催日時と実施場所
　令和４年 11 月 24 日（木）10：00 ～ 11：45

　　大丸須磨店　1 階食品売り場

(3)　参加者
　・消費者代表　・食品業界代表

　・行政（神戸市健康局、保健所衛生監視事務所）

(4) 意見交換と振り返り
　パトロールの結果を踏まえて、参加者で意見交換を行うと

ともに、大丸須磨店から日頃の店内の衛生管理の取り組みに

ついて、行政から神戸市における食品衛生を確保するための

監視指導の進め方について説明を受けた後、最後に、それぞ

れの主体が食品衛

生について関心と

認識を持ち、そし

て行動・実践を推

し進めることが、

食の安全・安心の

実現に欠かせない

ことを理解し、パ

トロールを終えま

した。

3年ぶりに総会・懇親会を開催！
　（一社）神戸市食品衛生協会は、令和 2 年度設立総会、令和 3 年

度は総会・表彰式を開催しましたが、各支所の総会・表彰式・懇親

会は、この 2 年間、対面では開催できませんでした。

　今年度、3 年ぶりに、支部（神戸市食品衛生協会）・各支所ともに、

総会・表彰式・懇親会を開催することができました。久々に「リアル」

で会員同士が交流する貴重な機会となりました。

〇�支部（（一社）神戸市食品衛生協会）定時総会・懇親会
　6月15日（水）神戸メリケンパークオリエンタルホテルにて、令和 4 年

度定時総会・表彰式・懇親会が行われ、87名が参加しました。総会では、

令和 3 年度の事業報告と決算報告、監査報告及び役員の改選（理事 1名

の交代）が議決されました。また、食品衛生功労者の市長表彰と市食品衛

生協会長表彰、優良従業員の表彰が行われました。表彰式・懇親会には

久元神戸市長にもご参加いただき、受賞者への授与が行われました。

〇各支所の総会・表彰式・懇親会
　各支所の総会・表彰式・懇親会が右記の日程で行われました。

　西食品衛生協会は、創立40 周年記念式典を行い、5 名の方に

市長感謝状が授与されました。

各種講習会
〇夏期食中毒予防研修会
　夏期に多発する細菌

性食中毒を予防するた

めの研修会を開催しま

した。新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止の

ため、対面式に加えて、

オンラインでも実施し

ました。対面式研修は

令和 4 年５月 31 日（火）

と 6 月 1 日（水）、神戸

市勤労会館にて開催し、

合計 25 人が参加しまし

た。研 修内 容は、1 日

目が一般飲食店向け～

テイクアウトやデリバ

リー食品の食中毒予防

のポイント、2 日目が集

団給食施設向け～集団

給食施設における食中

毒予防の基本～でした。研修の中では、最近の食中毒事件の

傾向や、それを防ぐためのポイントについて学びました。また、

令和 4 年 6 月８日（水）には、オンラインでの研修も実施し

ました。参加者は、93 登録 152 名でした。オンライン研修の

様子は録画し、「こうべ食の安全メルマガ」登録者に限定で、

6月20日～9月30日までの103日間、動画配信を行いました。

再生回数は 237 回でした。

〇ノロウイルス食中毒予防研修会
　令和 4 年 11 月９日（水）、中央区文化センターにて、冬期

に発生が多いノロウイルス食中毒を予防するため、手洗い実習

も交えた実践研修会を実施しました。参加者は、食品事業者

16 名、消費者 6 名の合計 22 名。手洗い指導には、「手洗いマ

イスター」の資格をお持ちの食品衛生指導員 7 名の方にお手

＜定時総会 開催状況＞
日にち 参加人数 日にち 参加人数

東灘支所 7/5（火） 48名 西部支所 5/24（火） 28名
灘支所 6/28（火） 18名 垂水支所 7/6（水） 16名

中央支所 6/23（木） 27名 西支所 7/14（木） 28名
北支所 6/2（木） 22名

支部・支所事業だより

対面式

オンライン
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支所事業
〇保健所との意見交換会
　支所の事務局が、保健所衛生監視事務所から（一社）神戸

市食品衛生協会に移行したため、支所役員や会員から保健所

の最新情報が入手しにくくなったとの声を受け、令和 3 年度

より「支所と保健所衛生監視事務所の意見交換・情報交換会」

を企画しました。　

　昨年度は新型コロナウイルス感染によるまん延防止措置発

令のため、２支所しか開催できませんでしたが、今年度は全

ての支所で開催することができました。開催結果は下記の通

りです。保健所からは、法改正（営業許可・届出・HACCP

の導入、リコール届出など）や新しくなった監視採点表の内容、

ノロウイルス食中毒予防等といった内容について情報提供を

いただき、その後、参加者に事前にいただいた質問について

の回答及び意見交換が行われました。会員からはコロナ終了

後の立ち入り調査頻度や HACCP に沿った衛生管理を具体的

に進めていくうえで有用なツール（記録・保存など）、どこま

で取組が必要か、といった質問が出されました。参加した会

員からは、「良い情報交換の機会になった。今後もこのような

会を続けてほしい」との感想も聞かれました。

HACCPセミナー
　一昨年 6 月から導入が義務付けられた「HACCP に沿った衛生管理」です

が、「どこから手をつけたら良いかわからない」「該当する業種の手引書を手に

入れてはみたものの、その先どうすれば良いのか？」「記録はしているが、これ

で良いのか？」という質問をお受けしています。こんな疑問にお応えするため、

HACCP セミナーを開催しました。開催日程と参加者は下記の通りでした。セ

ミナー終了後には、個別相談も行い、11 名の方が相談されました。

伝いいただきました。まず、神戸市保健所食品衛生監視員から、

「ノロウイルス食中毒の現状」について講義をお聞きし、過去

のノロウイルス食中毒発生事例から、予防のポイントは「手洗

い」であることを学びました。その後、サラヤ㈱食品衛生イン

ストラクターから、「衛生的な手洗い」方法について講義を受

け、実際に手洗いを行いました。その際、「手洗いチェッカ―」

という装置を使って、どこに洗い残しが多いか確認し、再度そ

の部分を重点的に洗いました。参加された方からは「改めて

手洗いの大切さや手順を見直せました。」「子ども達にも教えら

れるような手洗いについて、わかりやすく教えていただきまし

た。」との感想をいただきました。「食品衛生は手洗いに始まり、

手洗いに終わる」と言われるくらい、重要な衛生管理の一つで

す。こういった機会に、自己流になってしまったご自身の手洗

い方法について見直し、手順を再確認いただけたらと思います。

　また、令和4年11月11日（金）オンライン研修を実施しまし

た。参加者は77登録150名。なお、この時の様子は録画し、

Youtubeで11月18日

から令和5年2月28日

まで103日間限定配信

（こうべ食の安全メ

ルマガ登録者）しま

した。再生回数は173

回（2月13日現在）で

した。

対　　象 意見交換会実施日 会　　場 参加人数

東部衛生監視事務所と灘・北・中央支所 令和5年１月19日（木） 中央区文化センター 東部衛生監視事務所 2 名
灘・中央・北支所 17 名

西部衛生監視事務所と西部・垂水・西支所 令和5年1月31日（火） 長田区役所 7 階会議室 西部衛生監視事務所 5 名
西部・垂水・西支所 19 名

東部衛生監視事務所と東灘支所 令和5年2月1日（水） 東灘区文化センター
神戸市食品衛生課 2 名
東部衛生監視事務所 2 名
東灘支所 29 名

日にち 会場 一般飲食店
向け

食品製造・
販売店向け

9月6日 中央区文化センター 20 13
9月7日 長田区文化センター 9 11
2月15日 中央区文化センター 10 8
3月2日 中央区文化センター 12 6

合計 51 38

灘・中央・北支所 西部・垂水・西支所 東灘支所
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　西食品衛生協会は、令和 4 年度で創立 40 周年を迎えました。周年記念事業として、

①記念式典（市長感謝状の贈呈式と懇親会）②記念品の作成③記念シンポジウムの開

催④記念事業（フードドライブへの取組）を行いました。

①西食品衛生協会創立40周年式典
　令和 4 年７月１4 日（木）、西神オリエンタルホテルにて、来賓に志水西区長、井上

西区連合婦人会長、丸尾神戸市健康局生活衛生担当部長、竹中保健所西部衛生監視事

務所長、原田（一社）神戸市食品衛生協会会長の 5 名をお迎えし、神戸市長からの感

謝状贈呈式を開催しました。参加者は 22 名でした。表彰式の後は 3 年ぶりの懇親会

開催となりました。市長感謝状を授与された方は下記の通りです。

②西食品衛生協会創立40周年記念シンポジウムの開催
　令和 4 年 10 月 4 日（火）、開館したての西神中央ホールにて、

「食品産業におけるＳＤＧｓの取り組み～持続可能な地域に向け

て～」というテーマで、記念シンポジウムを開催しました。参

加者は中学生や一般の方も含め 230 名でした。

　第 1 部は、基調講演として、農林水産省大臣官房新事業・食

品産業部　新事業・食品産業政策課　片山　健太郎　専門官か

ら、「食品産業×ＳＤＧｓ～サステナブルな取組のはじめ方」と

して、SDGs とは何か、という基礎的な話にはじまり、日本で

の取組状況や、食品産業が「サステナビリティ」の視点で、具

体的にどのようにＳＤＧｓに取組んでいるのか、事例も交えな

がらお話いただきました。中でも、「食品産業は生産から販売と

いう事業活動全般において、17 の国際目標全てと関係している。

事業活動を通じて SDGs の達成に取組むことは、新たなビジネ

スの機会になる。一方、SDGs を無視して事業活動を行うことは、

大きなリスクと成り得る。特に学校教育で学んだ Z 世代が消費

者・従業員の中核となっていくこれからの時代は、この考え方

がクローズアップされるようになるだろう」とのお話に、参加

者も大きくうなずいていました。

　第 2 部では、SDGs の取組事例発表として、西食品衛生会員

企業である「生活協同組合コープこうべ」「雪印メグミルク㈱神

戸工場」から、それぞれの企業内での取組事例を発表していた

だきました。コープこうべ様からは、令和 4 年流行語大賞になっ

た「てまえどり」の取組が、雪印メグミルク神戸工場様からは、

難しく考えず、仕事や個人の生活の中で取組めるところから取

組み、その取組を従業員間で共有することで、従業員の SDGs

に対する意識や周り・地域への関心・貢献意識の向上につながっ

たとご紹介いただきました。続いて、地域で SDGs に取組んで

いる若い世代の代表として、「兵庫県立大学エコ・ヒューマン連

携センター　学生団体 Change」と、「兵庫県立伊川谷高校ボラ

ンティア部」から活動報告をいただきました。前者からは、地

元企業（コープこうべ）と連携し、森林学習会や漁業体験など

を通して学んだ事を小学生に伝えるために、子ども向けのイベ

ントを開催した事例が報告されました。後者からは、人形劇と

いう手法を使って、フードロスや海の生態系といった SDGs に

関連するテーマについて子どもたちに伝える活動をしているこ

と、子どもたちが人形劇について家で話をすることで、子ども

だけでなく大人にも影響を与えているとの報告をいただきまし

た。これらの話を聞いて、会場の中学生からは、「SDGs は教科

書の中、遠い話と思っていたが、高校生や大学生が取組んでい

ることで身近に感じた。自分たちが取組めることから、アクショ

ンに繋げたい。」との感想をいただきました。

　第 3 部のパネルディスカッションでは、コーディネーターに

兵庫県立大学環境人間学部　杉山武志准教授をお迎えし、第 2

部の登壇者をパネリストとして「変化」「期待」「育む」をキー

ワードに、意見交換を行いました。「変化～会社・学校（部活動）

で SDGs の活動を進める中で、どんな変化があったか？」の問

いについては、「体験」「交流」「見える化」が変化へのきっかけ

になるとの意見が出されました。「期待～ SDGs などの活動を通

して、地域（西区）がどうなって欲しいか？」に関しては、「こ

れから社会に出る若い世代が積極的に活動しているのに驚いた。

大きく社会を変えてほしい。」との期待が語られました。「育む

～持続可能な地域・SDGs の目標を達成するために、この街で

何を大切に育みたいか？」に関しては、「大切なのは行動に移す

こと、まずは地域の人に自分たちの活動についてわかりやすく

情報発信し、一緒に SDGs に取組んで行くように声をかけてい

きたい」との意見が出されました。コーディネーターからは、

「SDGs というと国際的な議論もあるが、一方では顔の見える距

離感での取組も大切。SDGs は持続可能な社会、未来を創るた

めの共通言語である。身近なところからアクションを起こし、

それを周りの人に伝える（情報発信する）ことで、エリア（横

軸）世代（縦軸：

時間）が繋がり、

環 が 広 が る。」

とのまとめをい

た だ き ま し た。

参加された方か

ら は、「 他 企 業

や若者の取組事

例を参考に、自

社でも SDGS の

取組を進めてい

きたい」との感

想をいただきま

した。

③フードドライブの取組
　②でご紹介した SDGs の実践的な取組として、フードドライ

ブの取組を行いました。9 月上旬には、コープこうべ第 5 地区

本部のご協力の下、会員企業様からの商品・従業員からの寄付

食品を受付けました。また、10 月 22 日（土）、西神中央駅前

で開催された西区制 40 周年記念イベントにブース出展し区民

にフードドライブを呼び

かけました。ご協力いた

だいた会員企業様は 8 施

設、区民からは 8 名、集
まった食品の合計点数は
7711 点でした。西区社

会福祉協議会が主催する

西区フードシェアの会を

通して西区内の子どもの

居場所運営団体に、また

学園都市 UNITY で開催

されている「フードパン

トリー」（兵庫県立大学

学生団体とまちづくりス

ポット神戸主催）にて、

学園都市にある大学に通

う困窮学生や留学生に配

布しました。

西食品衛生協会 40周年記念事業

40 周年　市長感謝状贈呈者
　・ケンコーマヨネーズ㈱　　工場長　古山　　玄　様
　・山崎製パン㈱神戸工場　　工場長　吉田　修康　様
　・モロゾフ㈱西神工場　　　工場長　堀井　健次　様

　・東宝食品㈱西神工場　　代表取締役　岩本　睦之　様
　・孔雀食品㈱　　　　　　代表取締役　古澤　宏一　様

フードパントリー
（大学共同利用施設UNITYにて）

10月28日
に開催

困窮学生・
留学生の

支援

ご家庭で食べきれない食品があれば、ぜひお持ちください。
食支援を必要とする人にお届けします。

西食品衛生協会／西区制40周年記念事業実行委員会

西食品衛生協会 創立40周年記念事業西食品衛生協会 創立40周年記念事業

持続可能な地域に向けて

受付できない食品
×賞味期限が１ヶ月を切っているもの
×開封されているもの（お米除く）
×生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）
×アルコール（みりん、料理酒除く）

賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの賞味期限が１ヶ月を切っているもの×賞味期限が１ヶ月を切っているもの××賞味期限が１ヶ月を切っているもの××賞味期限が１ヶ月を切っているもの×××賞味期限が１ヶ月を切っているもの×賞味期限が１ヶ月を切っているもの××賞味期限が１ヶ月を切っているもの

上記食品は、
お持ちいただいても受取できません。
ご理解・ご協力をお願いいたします。

ごめんなさい…

寄付いただきたい食品

〇缶詰・レトルト・インスタント食品
〇 海苔・お茶漬け・ふりかけ
〇 粉ミルク・離乳食・お菓子
〇 調味料（醤油、食用油など）など

●賞味期限が
 １ヶ月以上残っているもの
●常温保存可能なもの
●未開封のもの（お米は可）

〇お米
（白米・玄米・アルファ米）

寄付された食品はどこで活用されているの？
困窮者への緊急支援（行政・社協等を通じて）

フードドライブは、食品を通じた地域のたすけあいです。
地域の居場所づくりや多世代交流、

貧困問題の軽減など、さまざまな角度から
社会的課題の解決に役立っています。

寄付食品をお持ちいただいた方には、粗品（ご家庭で使える食品衛生グッズなど）をお渡しします

TEL.078-862-6470（平日9時～17時）　FAX.078-862-6490
Email：078＠fha-kobe.jp西食品衛生協会事務局お問い合わせ

貧困問題の軽減など、さまざまな角度から貧困問題の軽減など、さまざまな角度から
地域のコミュニティ食堂

受付場所 西区制40周年記念イベント会場
プレンティ広場・西食品衛生協会ブース

10月22日（土）
13：00～16：00

受付日時

（行政・社協等を通じて）
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『食品衛生管理ノート』のご紹介と使い方について
　令和３年６月１日から「HACCPに沿った衛生管理」が制度化され、原則すべての食品等事業者において
実施することが義務付けられました。神戸市食品衛生協会では、「HACCＰの考え方を取り入れた衛生管
理」について、対象となる小規模食品事業者の方ができるだけスムーズに導入できるように、神戸市健康局
食品衛生課監修のもと、「食品衛生管理ノート」を作成しています。

1食品衛生管理ノートとは
　「食品衛生管理ノート」には、「一般飲食店向け」「小規模な製造事業者向け」「小規模な販売事業者向け」
の３種類があります。「HACCＰの考え方を取り入れた衛生管理」は、厚生労働省のホームページに掲載され
ている手引書に基づき導入しますが、手引書に合致した当ノートに従って進めていただくと基本部分が導入で
きるように構成されています。
　HACCP導入にあたっては、まずはご自身の事業の「手引書」を厚生労働省のホームページからダウンロー
ドしていただき、良く読んで理解された後、必要であれば、この「食品衛生管理ノート」を使用することでも
HACCPに対応することができます。

2食品衛生管理ノートを活用した「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」導入ステップ

※最後の記録が終わってから１年間以上保管し、保健所に求められた場合は当ノートを提示してください。

3食品衛生管理ノートの入手方法
　冊子は、東部衛生監視事務所、西部衛生監視事務所、神戸市食品衛生協会で受け取りできます。
　また、神戸市食品衛生協会のホームページの＜HACCP導入支援＞からもダウンロードできます。

4HACCP導入チェックリスト
　既にHACCPを導入された方のために、導入状態について自己採点できるチェックリストを作成しています。
　完成しましたら、当協会のHPにアップしますのでご活用ください。

食品衛生管理ノートに関するお問い合わせは、（一社）神戸市食品衛生協会までお願いいたします。

一
般
飲
食
店
向
け

小
規
模
な
製
造
事
業
者
向
け

小
規
模
な
販
売
事
業
者
向
け

Step2 衛生管理計画の実行

Step4 振り返り

Step3 実行した内容を
　　　　 確認して記録
記録表は、１年間分記録できます

Step1 衛生管理計画の作成
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〇食品衛生指導員研修会の開催（令和４年７月27日）
　中央区文化センターにて開催し 28 名が参加しました。この研修会は「手洗いマイスター」の認定講習会を兼ねて実施し 18 名

が新たに「手洗いマイスター」に認定されました。

〇第25期食品衛生指導員の委嘱（令和４年12月１日）
　第 24 期食品衛生指導員の任期満了に伴い第 25 期食品衛生指導員 107 名を委嘱しました。

〇巡回指導（令和４年８月、12月）
　夏季（８月）延べ 205 施設、冬季（12 月）延べ 202 施設について、「HACCP による衛生管理」等の重点項目を中心に指導・

助言を行いました。

〇食の安全・安心パトロール（令和４年11月24日）
　神戸市保健所西部衛生監視事務所、須磨区連合婦人会、当協会食品衛生指導員の３者で（株）大丸松坂屋百貨店大丸須磨店の協

力のもと同店を巡回し、参加者による意見交換を行いました。また、同店を訪れた一般消費者に啓発グッズを配布し衛生意識の向

上を図りました。

　神戸市と神戸市食品衛生協会では、夏期と冬期に、食中毒

予防のためのポスター・リーフレットを作成し、営業者のみ

なさまに配布しています。さんちか・花時計ギャラリーでは、

令和 4 年 6 月 16 日～ 22 日（夏期食中毒予防）、12 月 8 日～

14 日（冬期食中毒予防）の 2 回、食品衛生啓発パネルの展示

も行いました。

　なお、ポスターやリーフレットは神戸市食品衛生課のホー

ムページからもダウンロードできますのでご活用ください。

食品衛生指導員活動

神戸市食中毒予防ポスター・リーフレット

食品衛生指導員研修会の様子 手洗いチェッカーで洗い残しをチェック

花時計ギャラリー（令和 4 年冬期）

食中毒予防啓発用リーフレット
（3 種類）掲載ページ

ノロウイルス　ふぐ・かき食中毒
予防リーフレット　掲載ページ
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令和4年神戸市食中毒発生状況

No. 発生
月日 摂食者数 患者数

（死者数） 原因食品 病因物質（血清型等） 原因施設

1 3/5 2 1 シメサバ アニサキス 中央区
飲食店

2 9/24 217 154 9 月 24 日、9 月 25 日に提供された食事 サルモネラ・エンテリティディス 中央区
ホテルの宴会場

3 10/19 78 33 10 月19 日に調製された弁当 黄色ブドウ球菌及び
ウェルシュ菌

兵庫区
飲食店

4 10/31 4 4 10 月 28 日に提供された鶏刺身を含む食事 カンピロバクター・ジェジュニ 北区
飲食店

計 301 192

　神戸市内で令和４年に発生した食中毒は４件でした。
　例年に比べ件数は少ないものの、患者数は計192名と例年よりも多くなりました。
　これは、大規模な食中毒が２件発生したためで、１件はサルモネラ・エンテリティディスを病因物質とした食中毒
事件（患者数154 名）、もう１件は黄色ブドウ球菌、ウェルシュ菌を病因物質とした食中毒事件（患者数 33 名）です。
　今回は後者の食中毒事件について、ご紹介します。
　この食中毒事件は弁当が原因食品であり、弁当調製後の温度管理が不適切であったことから、黄色ブドウ球菌、
ウェルシュ菌が増殖してしまい、発生したと考えられました。

黄色ブドウ球菌とは・・
◦ヒトを取り巻く環境中に広く分布し、様々な食品で食中毒を引き起こす可能性がある食中毒菌
◦主な症状ははき気、おう吐、腹痛で、潜伏時間は 30 分～６時間
◦予防策は①手荒れや化膿巣のある場合は食品に直接触れない、②食品は 10℃以下で保存し、菌の増殖を防

ぐ　等

ウェルシュ菌とは・・
◦ヒトや動物の腸管内、土壌、下水等自然界に広く分布しており、肉類、魚介類、野菜を使用した煮込み料理（シチュー

等）で食中毒を引き起こすことが多い食中毒菌
◦主な症状は腹痛、下痢で、潜伏時間は６～18 時間
◦予防策は①清潔な調理を心がけ調理後速やかに食べる、②食品を保存する場合は、10℃以下又は 55℃以上を

保つ　等

　食中毒予防の３原則は「食中毒菌を付けない、増やさない、やっつける」ですが、黄色ブドウ球菌、ウェルシュ
菌の予防で一番のポイントは、菌を増やさないことです。
　黄色ブドウ球菌もウェルシュ菌も、環境に広く存在するため菌を絶対に付けないということは困難です。また、
最終製品を加熱したとしても、黄色ブドウ球菌の毒素は熱では分解されませんし、ウェルシュ菌は芽胞を形成し高
い耐熱性を持つため、最終製品の加熱だけでは食中毒を防ぐことはできません。
　このように、食中毒予防の３原則も食中毒菌によってどこがポイントになるかが変わってきますので、調理に携
わる方はそれぞれの食中毒菌の特徴を理解した上で対策を実施しましょう。

一般社団法人　神戸市食品衛生協会

東灘、灘、中央、北、西部、垂水、西
の各支所の事務局を兼ねる

〒651-0086　神戸市中央区磯上通8-1-8　アジアビルディング503
TEL：078-862-6470　FAX：078-862-6490　HP 神戸市食品衛生協会

食品衛生に関する神戸市の機関・連絡先
機　　関 所　在　地 連　絡　先

神戸市健康局食品衛生課 〒650-8570　中央区加納町6-5-1
　神戸市役所1号館20階

生活衛生ダイヤル
TEL：078-771-7497　　
（電話受付は平日8：45～ 17：30）
FAX：050-3156-2902
e-mail：�pwd-kobe-eisei@persol.co.jp

神戸市健康局保健所
東部衛生監視事務所
（東灘区・灘区・中央区・北区）

〒�651-8570　中央区東町115番地
中央区役所7階

神戸市健康局保健所
西部衛生監視事務所
（兵庫区・長田区・須磨区・垂水区・西区）

〒�653-8570　長田区北町3-4-3　
長田区役所５階
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一般社団法人 神戸市食品衛生協会　社員名簿
（令和５年３月 31 日現在）

役職名 社　　員　　名 社員代表者
代表理事
（会　長）

神戸市学校給食パン協会 原田　富男

理　事
（副会長）

西部食品衛生協会　　（株式会社内藤製饀） 内藤　豊彦

理　事
（副会長）

垂水食品衛生協会　　（株式会社上東商店）
　　　　　（兵庫県食肉生活衛生同業組合）

上東　公治
〃

監　事 兵庫県飲食業生活衛生同業組合 入江　眞弘

監　事
中央食品衛生協会　　（穂波産業株式会社）
　　　　　　　　　（兵庫県生麺協同組合）

岩佐　正美
〃

理　事
東灘食品衛生協会
　　　　　　（株式会社マルヤナギ小倉屋）

柳本　一郎

理　事 灘食品衛生協会（ サンナッツ食品株式会社） 鈴木　英雄

理　事
北食品衛生協会　　　　（株式会社上大坊）
　　　　　　　　（有馬温泉旅館協同組合）

堂加　雅丈
〃

理　事 西食品衛生協会　　　　（ぼんち株式会社） 遠藤　純民

理　事 灘五郷酒造組合 嘉納　健二

理　事 神戸牛乳事業協同組合 中尾　嘉延

理　事 神戸市小売市場連合会　 吉岡　　治

理　事 神戸食肉事業協同組合 辰己　真一

理　事 兵庫県料理業生活衛生同業組合 栗栖　正明

理　事 兵庫県パン商工組合 東山　英夫

社　員 兵庫県食鳥肉販売業生活衛生同業組合 山中　輝彦

社　員 一般社団法人兵庫県洋菓子協会　 佐野　靖夫

社　員 神戸凍氷販売組合連合会 井田　恭子

社　員 一般社団法人神戸市中央卸売市場運営協議会 関谷　繁雄

社　員 兵庫県鮨商生活衛生同業組合 貝塚　一夫

社　員 兵庫県麺類食堂業生活衛生同業組合 箱﨑　孝治

社　員 神戸水産物小売協同組合 三坂　晃司

社　員 兵庫県菓子工業組合 佐々田善彦

（敬称略）

一般社団法人　神戸市食品衛生協会　協賛者名簿
（令和５年３月 31 日現在）

会　　社　　名 住　　　　　所 電話番号
サラヤ株式会社近畿支店
神戸営業所

〒652-0882
神戸市兵庫区芦原通2-1-2

☎652-6331

セイコー産業株式会社
〒651-1132
神戸市北区南五葉6-2-9

☎591-0834

三井住友海上火災保険
株式会社 神戸支店

〒650-0023
神戸市中央区栄町通1-1-18
三井住友海上神戸ビル8階

☎331-8517

公益財団法人　
兵庫県予防医学協会

〒657-0846
神戸市灘区岩屋北町1-8-1

☎855-2715

株式会社千葉出版
〒652-0816
神戸市兵庫区永沢町4-4-18

☎531-4789

株式会社ポート
〒651-0072
神戸市中央区脇浜町2-7-9

☎221-0111

サンヨー環境株式会社
〒651-0083
神戸市中央区浜辺通2-1-30
三宮国際ビル7階

☎261-0311

アクティス株式会社
〒657-0854
神戸市灘区摩耶埠頭1番
業務センタービル507

☎090-8651-6889

万一の事故からお店や生活を守るため、あらゆる備えをしましょう。
【あんしんフード君・スーパーあんしんフード君】

・食中毒等の賠償事故 ・営業停止中の利益補償

・事業主さん従業員さんの業務災害事故

【各種保険取扱】

・店舗の火災事故 ・配達や買出しの自動車事故

　食品営業賠償共済　普及推進員　
　　有限会社　保険ネットワークセンター
　　〒６５７－０８５４
　　　神戸市灘区摩耶埠頭　業務センタービル５０５
　　　ＴＥＬ　０７８－８０６－０１０５
　　　ＦＡＸ　０７８－８０６－０１０９

　　事故解決まで応援いたします。ご相談ください。




